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1国土交通省資料から抜粋（令和6年7月1日13時00分時点） https://www.mlit.go.jp/river/sabo/jirei/r5dosha/notojishin_240701_1300.pdf

令和6年能登半島地震による土砂災害発生状況（奥能登豪雨前）



2国土交通省資料から抜粋（令和6年6月20日時点） https://www.mlit.go.jp/river/sabo/jirei/r5dosha/notojishin_heisoku_240620.pdf

河道閉塞等の箇所と対策状況（奥能登豪雨前）



3国土交通省資料から抜粋（令和6年5月24日時点）

土砂災害への対策状況（奥能登豪雨前）



河道閉塞対策に関連する地すべり対策（特に市ノ瀬地区）

河道閉塞対策のために地すべりの下部を掘削することが想定される。そ
のため、地すべり対策検討及び地すべり安定性評価に必要な地質調査を
早期に実施する必要がある。

集落再建・地域復興に関連する地すべり対策

河道閉塞対策よりは、少し遅れて技術支援要請があると想定。それまで
に、能登の地すべりの地域特性、今回の地震の地すべりの特性を把握して
おく。

地震に対する地すべり対策の高度化（研究として）

地すべり防止施設の被災の有無、土砂災害警戒区域外での発生状況を
調査していく必要がある。

4

能登半島地震発生の直後に考えたこと
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平成16年新潟県中越地震で発生した東竹沢地区の河道閉塞

2005年8月13日撮影

湛水池
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令和6年能登半島地震で発生した市ノ瀬地区の河道閉塞

湛水池
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河道閉塞対策、地すべり対策への技術支援

• 河道閉塞・地すべりの現状のリスク評価、今後のリスク

• 前兆現象、監視カメラへの注意、今後の監視体制の強化

2024年1月11日 河道閉塞・地すべり現地調査 2024年1月13日 石川県・北陸地整への調査報告
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市ノ瀬地区の監視体制、地質調査計画

能登半島地震における土砂災害対策検討委員会 第3回会議資料

https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2024/4/240425kasenbukaigishiryo.pdf
能登半島地震における土砂災害対策検討委員会 第2回会議資料

https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2023/3/240312kasenbukaigishiryo.pdf

• 地すべりの監視体制の強化（機器配置計画）

• 地すべりの地質調査計画（ボーリング位置、観測計器）
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能登半島地震で発生した地すべりの特性把握

2024年3月15日 地すべり防止施設被災調査（輪島市）

• 地すべり発生箇所の特徴（まずは地形的特徴、地質的特徴）

• 地すべり防止施設の被災状況

2024年3月14日 地すべり発生箇所調査（珠洲市）
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出水期に向けた地すべり警戒体制の強化

2024年5月7日 能登復興事務所との会議 2024年5月24日 輪島市長への警戒避難体制の助言

• 地すべりに対する警戒避難の考え方

• 警戒避難体制・監視基準（地すべり監視機器、防災気象情報）
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集落再建や地域復興のための地すべり対策への技術支援

2024年9月6日 能登復興・土研合同現地調査

• 地すべり対策計画検討への技術支援

• 現場条件の確認、対策検討のための合同現地調査

2024年7月31日 地すべり対策計画検討支援
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令和6年奥能登豪雨後の警戒体制の強化

2024年9月29日 豪雨後の被災状況調査 2024年9月29日 珠洲市長への警戒避難体制の助言

• 奥能登豪雨による状況変化を踏まえての土砂災害に対する
警戒避難の考え方

• 警戒避難基準（防災気象情報、発令タイミング）



13

令和6年奥能登豪雨後の地すべり対策への技術支援

2024年10月3日 能登復興・土研合同現地調査

• 奥能登豪雨による状況変化を踏まえての地すべり対策計画
検討への技術支援

• 現場条件の確認、対策検討のための合同現地調査

2024年10月2日 地すべり対策計画検討支援

能登復興事務所提供
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地すべり災害対応のBIM/CIMモデル（クラウド型）の活用

※ BIM/CIMモデルの活用についての詳細は、10月31日の「土研新技術ショーケース2024in新潟」で紹介します。
参加申込期限：10月25日 17時 https://chouseikan.ceri.go.jp/web/event/

2024年9月24日 大野地区（輪島市）2024年6月21日 大野地区（輪島市）

• 豪雨前から3.5次元BIM/CIMモデルの作成支援を開始【土研】

• 豪雨で現場条件が変化したため、豪雨前後の比較による被災状況
確認、変更計画の検討（施設配置、概算数量）に活用【能登復興】
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クラウド型3.5次元BIM/CIMモデルの作成支援体制

クラウド型
3.5次元BIM/CIMモデル

能登復興事務所 土木研究所

調査会社・工事会社

Web
アクセスWeb

アクセス

Web
アクセス

UAV映像の
共有の指示

UAV映像の共有
（ファイル転送）

BIM/CIMの
作成と

アップロード

10/7現在で累計34モデル（14地区）



河道閉塞対策に関連する地すべり対策（特に市ノ瀬地区）

河道閉塞対策のために地すべりの下部を掘削することが想定される。そ
のため、地すべり対策検討及び地すべり安定性評価に必要な地質調査を
早期に実施する必要がある。

集落再建・地域復興に関連する地すべり対策

河道閉塞対策よりは、少し遅れて技術支援要請があると想定。それまで
に、能登の地すべりの地域特性、今回の地震の地すべりの特性を把握して
おく。

地震に対する地すべり対策の高度化（研究として）

地すべり防止施設の被災の有無、土砂災害警戒区域外での発生状況を
調査していく必要がある。

16

能登半島地震発生の直後に考えたこと



発生前

①尾根地形
②約10～25度

⑥側部は開放
（谷地形）

④急斜面

⑤下部は
地すべり
地形

N

③北西に
向かう流域

発生後

②直線的な
側方崖

③二次滑落崖

④西向き
傾斜

N

①山頂付近から発生
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市ノ瀬地区地すべりの発生箇所の地形的特徴

発生後発生前

NN国土地理院DEM 北陸地方整備局LPデータ

• 上部は尾根地形であり、地震で
大きく揺れた可能性がある。

• 下部が急斜面、側部が谷地形
で開放され、比較的不安定な
形状であった。
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市ノ瀬地区の地すべり発生箇所の地質的特徴

流れ盤、断層面

断層面

流れ盤、節理

全景（発生前は、尾根地形、下部急斜面、側部谷地形）
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鈴屋地区の地すべり発生箇所の地形・地質的特徴

断層面

断層面、節理 流れ盤、節理

全景（発生前は、尾根地形、下部急斜面、側部谷地形）
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地原地区の地すべり発生箇所の地形・地質的特徴

断層面

流れ盤～受け盤（褶曲？） 節理

全景（発生前は、凸型地形、下部急斜面、側部谷地形）
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大谷森吉地区の地すべり発生箇所の地形・地質的特徴

断層面

節理節理

全景（発生前は、凸型～凹型地形、急斜面）
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対策済み斜面の隣接斜面の被災（地原地区）
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隣接斜面を含めて大きなブロックで被災した地すべり（鹿磯地区）
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地震に対する地すべり対策の高度化に向けて

＜地震による斜面災害発生箇所の予測＞

• 地震で被災しやすい斜面の地形・地質的特徴は、定性的には分かってきて
いるが、危険箇所として特定するための定量的な判定基準が難しく、ハザー
ドマップ等のソフト対策としては、活用が未だ難しい状況。

• 定性的な知見の活用方法

→相対的にリスクが高いことを示す情報？

→地すべり防止区域、土砂災害警戒区域

の周辺の点検？

＜地震による地すべり防止施設の被災防止＞

• 地すべり対策を実施する斜面の周辺の点検？

同一の地質的素因を有する斜面

地震（誘因）
の影響を

受けやすい
部分？

降雨（誘因）
の影響を

受けやすい
部分？

地震（誘因）
の影響を

受けやすい
部分？

（異なる地震動）
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今後の対応

復旧・復興

• 警戒避難体制の強化

• 緊急的に安全度を向上させるための緊急ハード対策

• 集落再建、地域復興に向けた恒久対策

研究・技術開発

• 地震による斜面災害発生箇所の予測

• 地震による地すべり防止施設の被災防止
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